
















































































































































































































































































































































































































































⑬周作人「談俳文」（1937.4.18）、 『文学雑誌』 1巻2期、 一九三七年七月

















⑮周作人 「『凡人崇拝JJ、『青年界111巻 4期、 一九三七年四月
参考文献
『文学＝イメージの変容j、フレデリック・ジェイムソン著、後藤昭次訳、世織書房、 二000年
李鴎党 f中国現代文学与現代性十講J、複旦大学出版社、 二00二年
王済民 『晩清民初的科学思潮和文学的科学批評J、中国社会科学出版社、 二00四年
『現代学術史上的俗文学j陳平原主編、湖北教育出版社、 二00四年
邸国平 『寛陵派与明代文学批評』、上海古籍出版社、 二00四年
王光明 『現代漢詩的百年演変j、河北人民出版社、 二00三年
郭預衡 『中国散文史j上・中・下、上海古籍出版社、 二000年
徐箭虹 I五四時期周作人的文学理論』、学林出版社、 一九九九年
f戸川秋骨 人物肖像集』坪内祐三編、みすず書房、二00四年
戸川秋骨 『凡人崇持j、アルス、大正十五年
戸川秋骨 f食後の散歩j、第一書房、昭和十六年
周作人 『知堂書話J上・下、鐙叔河編、中国人民大学出版社、二00四年
＊討議要旨
山崎佳代子氏は、 ①短詩形の小詩実験が行われ、啄木の和歌とー茶の俳文が訳されるが、周作人が
持っていた日本のアヴァンギャルド運動に対する考え方がどのようなものであったか、 ②ヨーロ ッパ
のアヴァンギャルドでは、日本・中国の古典詩の受容が広範にわたって行われるが、周作人が啄木や
一茶など日本の定型詩を選んで口語自由詩を選ばなかった理由、について尋ね、発表者は、 ①20世紀
初頭の文壇も形成されていない錯綜した状況の中国では、思想的な問題の方が注目されていたようだ。
②周作人の文芸活動を支える思想的根幹は、純文学ではなく俗文学であり、中国の伝統的な「詩文」
という文学的観念を用いなし、。一茶や啄木への注目もその流れの中に位置づけられる、と答えた。
坪井秀人氏は、同時代のヨーロ ッパでの日本詩の受容がジヤボニスムの枠の中であったのが、彼の
受容はヨーロッパとは違うという印象を持ったとの感想を述べた。
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